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議 事 議題（１）

案件名 道内視察研修について

説 明 ８月５日(火)に美瑛町図書館、中富良野町図書館。

８月８日(金)に石狩市民図書館、恵庭市立図書館とそれぞれ行った視

察の報告をします。(別紙視察報告書参照)
質 疑 西向委員：中富良野町では、朝早い開館時間の希望がでているが、現

状は何時からですか。職員は早い時間に来ていますか。

金山委員：月曜休館で、平日１０時、土日は９時からです。

事務局：教育委員会の職員は早い時間に出勤していると思います

が、図書館の非常勤の方は開館準備に間に合うように 30
分～１時間前くらいだと思います。

西向委員：恵庭は座って読んだりできる椅子がたくさんあったが、石

狩は少ないように見えた。大学は学生の１０％以上のスペ

ースを作りなさいという基準はないと言っているが、昔の

大学設置法の図書館設置基準で過去にありました。公共図

書館には、そういう基準はありますか。

金山委員：そういう基準はないです。ただ、歴史的に考えると本

を貸すということに重点を置いてきた時代には、閲覧

席をたくさん置くという発想は少なかったかもしれ

ません。今は、役に立つとか、調べるなど滞在型の図

書館という発想もでてくるので、閲覧席をたくさん置

いている図書館もあると思います。

議 事 議題（２）

案件名 当別町にふさわしい図書館像の具体的な構想について

説 明 平成２５年度わが町の図書館像検討会議報告書 魅力ある図書館

像８項目について説明。

実際に道内外の視察をして、図書館というところを見て体感された

ことで、当別に魅力ある図書館像、ふさわしい図書館像というのはど

ういうところかの意見を出していただきたい。

感 想 岡田副委員長：図書館を作るということは、先が読めるというか何十

年かの図書館運営に責任を持つ。今の町の人たちのためだ

けではなく未来の利用者のためでもある、と思います。こ

ういう視点を持って、どういうサービスが今後なされてい

くか、先を読める人材が必要だと思います。

西向委員：設計や運営などのコンセプトがしっかりできるのか。

どういう司書を置き、そういう運営をしていくかによって

活きた図書館になるのか、残念な本が並んでいるだけのと

ころになるのか、と感じました。施設はどうするのか、蔵

書をどう考えていくのか、どういうサービスを提供してい

くのか、そのためにはどういうスタッフが必要なのかな

ど、切り口を変えた次のステップに整理していくといいの



ではないでしょうか。

堀江委員：中富良野町は 110ｃｍの書架で、確かに車椅子の方には使

い勝手がいいと思います。図書館の床面積が広いスペース

があれば問題はないと思うが、今後図書館の蔵書が増えて

いくと思うので、やはり広いに越したことはないと思いま

した。

これから進めていく基本構想の中に｢町民のための図書

館」という概念を入れて欲しいと思います。伊万里市は市

民のための図書館と謳ってますが、とても大事なことだと

思います。100％住民が納得するということにはならない

でしょうが、せめてそれぞれが意見を自由に話せて｢町民

のための図書館」ができることが望ましいです。

谷詰委員：美瑛町はみんなで集まって勉強するスペースが魅力的だと

感じました。

東前委員：こういう町づくりをするために図書館を作るんだというこ

とを謳って、そのために具体的なことが実現したいという

ことをはっきりと出していく必要があるのではないでし

ょうか。

加藤委員長：これまでの議論をまとめていく中で、小委員会を設定し

その中で、事務局とともに検討、まとめながら柱のような具体的に出

してみなさんで検証していきたいと考えています。

採 決 小委員会の設定、人選については、正副委員長と事務局に一任してい

ただくことで承認を得る。


